
2月14日(水)に第6回中央執行委員会を、2月15日(木)に第1回書記
長・事務局長会議を開催し、航空連合2024春闘方針について、至近の
情勢等をふまえた現在の取り組み状況の確認と方針の補強を行いまし
た。参加者からは、「多くの会社において、ベースアップの必要性や
水準について、労使の認識が大きく異なることはない」「未来創りの
ために必要な取り組みについて労使で認識を合わせるための準備を
しっかりとおこなっていきたい」という声があげられ、航空連合一丸
となって「転換点を確実なものにしていく」ためにも2024春闘を力強
く推進していくことを改めて確認しました。
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●航空連合2024春闘方針（抜粋）●
〇働き方（生産体制など）の工夫・見直しとして「全ての加盟組合
が11時間の勤務間インターバル協定の締結」をめざす。

〇ベースアップを軸として10,000円以上を目標に、月例賃金改善
の要求を行う。

〇一時金・賞与は、「生活の安定とさらなる向上」にむけて、3月
月内決着にこだわり、各社における安定水準の確保をめざす。
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